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八千代銀行本店建替え工事八千代銀行本店建替え工事八千代銀行本店建替え工事八千代銀行本店建替え工事

株式会社株式会社 八千代銀行八千代銀行株式会社株式会社 八千代銀行八千代銀行

■八千代銀行について

沿 革

■ 大正13年12月：創立

■ 昭和29年1月：八千代信用金庫誕生

（渋谷区と町田市に本店を置く信用金庫が合併）

■ 昭和35年10月：新宿に本店を移転（昭和42年3月に現地に本店を移転）

■ 平成3年4月：八千代銀行誕生

■ 平成19年4月：東京証券取引所市場第一部上場

■ 平成22年12月：新本店ビル竣工

■ 平成23年 4 月：普通銀行転換20周年

特 徴

■ チャレンジ精神旺盛な銀行
■ 東京都、神奈川県北東部に都内地銀最大の84の店舗網
■ 信用金庫時代から培った地域とのコミュニケーション力

■ 所在地 ： 東京都新宿区新宿5-9-2

■ 信用金庫時代から培った地域との ミ ケ ション力
■ 取引先数：中小零細企業（約7万先）及び個人（約90万先）に強み

建 築 概 要

■ 所在地 ： 東京都新宿区新宿5 9 2
■ 敷地面積 ： 1,034.26㎡
■ 建築面積 ： 834.05m2
■ 延床面積 ： 7,595.49m2
■ 規模 ： 地上9階 地下2階
■ 構造 ： S造一部RC造■ 構造 ： S造 部RC造
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■様々な環境技術の導入

太陽光パネル

屋上緑化

ﾀﾞﾌﾞﾙｽｷﾝｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

22LED照明

環境保全事業を

■プロジェクト概要（環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｲｸﾙの実現によるﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの確立）
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地域ブランドの向上企業価値の向上環境保全投資の拡大

環境保全に協力できる
金融商品を提供



■ロビー等における啓発活動

■顧客などへの環境コミュニケーションの取組状況

本店営業部ロビー（1Ｆ）の『環境コミュニケーションパネル』において、当行新本店の環境技術やその効
果等を紹介するためのＤＶＤを流しており、ご来店されたお客さまに対して、環境に関する啓発活動を行っ
ております。
また、本ＤＶＤの内容は定期的に更新し、継続的な環境情報の提供やお客さまの環境意識の醸成を

図っていく予定としております。

本店営業ロビー 44

■省ＣＯ２意識の啓蒙と環境コミュニケーションの促進

■エコインフォメーションの活用と環境技術の体感の場

本店において、環境技術を見学できる『エコツアー』を積極的に実施しております。
今までに、金融機関、民間企業（当行取引先など）、その他行政、大学関係者など20組を越える皆様
をご案内いたしました。

55

エコツアーにおける館内環境技術の説明



■営業地域への波及・普及

■営業地域における環境保全の波及・普及

環境保全への取組みとして、お客さまの環境保全活動を資金面からバックアップ、環境保全に協力でき
る金融商品をお客さまへの提供、八千代銀行自身として環境保全活動をすることで、営業地域における
環境保全の草の根的な波及・普及を行っております環境保全の草の根的な波及 普及を行っております。

資金面からのバックアップ資金面からのバックアップ
環境保全に協力できる環境保全に協力できる

金融商品の提供金融商品の提供
八千代銀行の八千代銀行の
環境保全活動環境保全活動

『『八千代ＥＣＯリンクローン八千代ＥＣＯリンクローン』』

金融商品の提供金融商品の提供 環境保全活動環境保全活動

『『東京緑の定期東京緑の定期』』 清掃活動の実施清掃活動の実施『『八千代ＥＣＯリンクロ ン八千代ＥＣＯリンクロ ン』』

住宅ロ ンにおける住宅ロ ンにおける

『『東京緑の定期東京緑の定期』』

環境保全に積極的に取組む環境保全に積極的に取組む

電動スクーターの導入電動スクーターの導入

住宅ローンにおける住宅ローンにおける
「エコ優遇の実施」「エコ優遇の実施」

環境保全に積極的に取組む環境保全に積極的に取組む
企業を対象とした投資信託企業を対象とした投資信託 東京芝生応援団への参加東京芝生応援団への参加

66

営業地域における環境保全の草の根的な波及・普及営業地域における環境保全の草の根的な波及・普及

■一次エネルギー・排出CO2削減目標

■旧本店年間エネルギー消費量からの目標値設定

H19年

使用量 1,432,934 KWh 783 ㎥ 22,550 Ｌ 11,952 ㎥

旧本店合計
CASBEE事務所

平均
目標

水道電力 ガス 重油

9.760 KWh 42.10 MJ/㎥ 41.00 MJ/L

1836.8 MJ/㎡ 4.3 MJ/㎥ 121.4 MJ/㎡

MJ/㎡ MJ/㎡
一次エネ
ルギー

1,936.01,962.6

-
1,597.8

-

MJ/㎡

0.555 kg-CO2/KWh 2.15 kg-CO2/㎥ 2.84 kg-CO2/L

104.4 kg-CO2/㎡ 0.2 kg-CO2/㎡ 8.4 kg-CO2/㎡

※ デ タ 20 5%

kg-CO2/㎡ kg-CO2/㎡ kg-CO2/㎡排出CO2 109.0113.1 89.9

-

-

※H19.1～H19.12のデータ

※目標数値はCASBEEの運用計算値

-20.5%

旧本店との比較

■旧本店と比較した場合の削減目標

一次エネルギー、排出CO2共に20%程度の削減を目標としています

■旧本店と比較した場合の削減目標
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■旧本店との一次エネルギー量比較

MJ/㎡

※平成23年８月末日現在のグラフ
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■旧本店（H19.1～H19.12） ■新本店（H23.2～H23.8）

■旧本店と比較した削減結果

一次エネルギー量 一次エネルギー量

電力 13 985 436 MJ 電力 5 710 478 MJ 約9 800 000 MJ

合計（1年分） 合計(7ヶ月分) 年想定（1年分）

電力 13,985,436 MJ 電力 5,710,478 MJ 約9,800,000 MJ

ガス 32,964 MJ

重油 924,550 MJ

一次エネルギー量 14,942 ,950 MJ 一次エネルギー量 5,710,478 MJ 約9,800 ,000 MJ

1 ,963 MJ/㎡ 752 MJ/㎡ 約1,300 MJ/㎡

※年想定量は、現時点までの合計から月平均を算出し、12ヶ月分として計算し算出した。

※使用電力量から太陽光発電 よる発電量を差 引 算出 た値※使用電力量から太陽光発電による発電量を差し引いて算出した値。

排出CO2量 排出CO2量

合計（1年分） 合計(7ヶ月分) 年想定（1年分）

電力 795,278 kg-CO2 電力 324,725 kg-CO2 約570,000 kg-CO2

ガス 1,683 kg-CO2

重油 64,042 kg-CO2

排出CO2量 861 ,004 kg-CO2 排出CO2量 324,725 kg-CO2 約570 ,000 kg-CO2

113 kg-CO2/㎡ 43 kg-CO2/㎡ 約75 kg-CO2/㎡

※年想定量は、現時点までの合計から月平均を算出し、12ヶ月分として計算し算出した。※年想定量は、現時点までの合計から月平均を算出し、12ヶ月分として計算し算出した。

※使用電力量から太陽光発電による発電量を差し引いて算出した値。

現時点での新本店データから算出した、年間想定一次エネルギー量・排出CO2量の想定値と
旧本店データ値を比較した結果
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旧本店データ値を比較した結果、

年間 約34%削減 となることが想定される。



■八千代銀行の新店舗等 の省CO 技術の展開

■今後の事業展開について

取り組んでいる省CO２技術

■八千代銀行の新店舗等への省CO2技術の展開 節水型トイレ

取 組 省 技

○高効率空調 ＬＥＤ照明

○断熱ガラス（Ｌow-Ｅガラス）

○ＬＥＤ等高効率照明○ＬＥＤ等高効率照明

○太陽光発電装置（屋外灯）

○照明人感センサー
屋外灯太陽光発電

○節水型トイレ

以上の技術を導入しており、今後も積極的に以上の技術を導入しており、今後も積極的に
採用していく方針であります。
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2011年10月12日
第7回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

国土交通省 平成２１年度第１回

完了プロジェクト紹介

国土交通省 平成２１年度第１回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

獨協大学における獨協大学における
省ＣＯ省ＣＯ２２エコキャンパス・プロジェクトエコキャンパス・プロジェクト

学校法人獨協学園学校法人獨協学園 獨協大学獨協大学学校法人獨協学園学校法人獨協学園 獨協大学獨協大学

獨協大学について獨協大学について

 

■大学の特徴■大学の特徴
・埼玉県草加市の松原団地駅近隣に位置し、約１２万㎡の敷地に４学部１０学科を有する

大学、「大学は学問を通じての人間形成の場である」という建学理念を掲げる
社会・人文科学系の総合大学

・１９６４年創立（創立４５周年） ⇒ 今回、建物・設備の老朽化による更新を計画
■学校法人 獨協学園について
・獨協大学､獨協医科大学､姫路獨協大学､獨協高等学校､獨協中学校､獨協埼玉高等学校､

獨協埼玉中学校など⇒ 学校法人の規模（帰属収入）は日本全国で第７位

獨協大学 延床単位面積当り １次エネルギー消費量の推移（ＭＪ/年㎡）

獨協埼玉中学校など⇒ 学校法人の規模（帰属収入）は日本全国で第７位。
エネルギー消費密度は低いが、総エネルギー消費量は全国の大学でも１０位以内

獨協大学　延床単位面積当り、１次エネルギ 消費量の推移（ＭＪ/年㎡）
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＊日本ビルエネルギー総合管理技術協会2008年

大学施設１次エネルギー消費量平均 9.76MJ/kWh換算



プロジェクトの概要プロジェクトの概要

全学的な取組みを強力に推進する専門組織により、

ハードとソフトの両面からの総合的・相乗的な省ＣＯ２を実現

ⅠⅠ 自然力を活用した省自然力を活用した省COCO２２型型 ⅢⅢ 「「見える化見える化」」を活用した省を活用した省COCO22活動活動

ソフトソフトハードハード

ⅠⅠ．．自然力を活用した省自然力を活用した省COCO２２型型

総合環境性の高い新教室棟への建替総合環境性の高い新教室棟への建替
■自然採光・通風・地中熱・太陽光発電

■ＰＡＬ基準比３０％の負荷削減

ⅢⅢ．．「「見える化見える化」」を活用した省を活用した省COCO22活動活動

⇒⇒ 「見せる化」
■エネルギー「見える化」システムの導入

■全学で省ＣＯ２活動を実施■ＰＡＬ基準比３０％の負荷削減

■ＣＡＳＢＥＥ Ｓランク

ⅡⅡ 省エネ設備一斉導入による省エネ設備一斉導入による

■全学で省ＣＯ２活動を実施

■エネルギー分析・現場見学会による
「見せる化」の実施

ⅡⅡ．．省エネ設備一斉導入による省エネ設備一斉導入による

エコキャンパスの実現エコキャンパスの実現
■既存棟への省エネ設備の一斉導入

■キャンパス内マイクログリッドの構築

ⅣⅣ．．環境教育環境教育・・啓発活動の積極的実施啓発活動の積極的実施

■全学共通教育「環境学」の実施
■草加市･省エネルギービジョンの推進■キャンパス内マイクログリッドの構築

■ギャランティードESCO事業の導入

■草加市 省エネルギ ビジョンの推進

■学園全体・地域・他大学への啓発活動

「獨協大学環境共生研究所」による活動
環境と共生し持続可能な社会 創造を 的とした地域貢献型研究所環境と共生し持続可能な社会の創造を目的とした地域貢献型研究所

今後の教育・研究活動や地域への展開において中心となる
２

自然力を活用した省自然力を活用した省COCO２２型新教室棟（東棟）への建替型新教室棟（東棟）への建替

東棟の自然エネルギー利用

・構内緑地

（約２０％）の確保
・建設時の樹木移植
・緑道の整備
・樹陰の涼風
・導入外気温の低下
・夏季の涼風
・キャンパス内ＣＯ２

の吸収

ﾙｰﾂﾌﾞﾛｱﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ
自然冷媒の高効率機器

ｸｰﾙ／ﾋｰﾄﾁｭｰﾌﾞ
換気空気の地中熱利用

床輻射冷暖房
大空間での居住性考慮

屋上屋根ルーバー
屋根面の熱負荷低減

・簡易ダブルスキン（エアフローウィンドウ）

・屋上屋根ルーバー、窓面縦リブ
・中庭屋上緑化

３



新教室棟（東棟）に導入した要素技術の紹介新教室棟（東棟）に導入した要素技術の紹介

光ダクト方式階段室採光 ﾙｰﾂﾌﾞﾛｱﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ＋床輻射冷暖房ｼｽﾃﾑ 簡易エアフロー
水を冷媒としたルーツ式ヒートポンプ（系全体を真空とし、
大量の水をインバータにてリニアに圧縮制御できるルーツ式
圧縮機）で井水熱エネルギーを活用し高効率熱製造を行い、
１階大空間の多目的ホールの床輻射空調を実施。

窓面内側にロールスクリーンを配置し
室内空気を通過させて、排気通路とし
て利用、窓際外皮負荷を低減。

中央部の３階以上の階段室に採光用の
ガラスを設置。照明負荷低減と、効果
的な自然換気を図る。

中庭屋上庭園

的な自然換気を図る。

屋根断熱および生物多様性・植生を学
ぶ環境教育の場として活用

自然通風システム

ぶ環境教育の場として活用。

自然通風システムを導入した階段室型大教室の 例自然通風システムを導入した階段室型大教室の一例

高層階通風

推奨表示
手動開閉装置 ハイブリッド制御

自然通風開閉モニター ４

省エネ設備一斉導入：エコキャンパスの実現省エネ設備一斉導入：エコキャンパスの実現

キ ンパス内マイクログリ ド

電力ピーク負荷の抑制 分散型発電＋電力制御を導入

●自然エネルギー活用分散型電源等での省ＣＯ２と電力の負荷平準化を実現
●低エネルギー密度建物群における簡易型マイクログリッドの構築

キャンパス内マイクログリッド

●施設全体の電力ピーク約2,３00kWのうち発電等で合計270kW低減（約１割）
●将来の設備追加により「成長するマイクログリッド」を目指す

発電機能付GHP 太陽光発電システム

系統連系型・発電機能付GHP
（冷暖房＋高効率発電）
既存のＧＨＰを更新するとと
もに新教室棟にも多数導入

発電機能付GHP 太陽光発電システム

既存棟の太陽光発電に加え、
今回新たな装置も追加導入
既存：天野貞祐記念館（５０ｋＷ）
新設：新教室棟 （６０ｋＷ）

ガス発電型
個別空調もに新教室棟にも多数導入 新設：新教室棟 （６０ｋＷ）個別空調
（GHP）

太陽光パネル
新教室棟

太陽光パネル
天野貞祐記念館

既存棟

エネルギー需要
制御システム 新教室棟

発電機能付GHPチラー

既存の吸収冷温水機を発電機
能付き高効率ＧＨＰチラーに

エネルギー需要制御システム

キャンパス内の各系統ごとの電力使
用状況を時間毎にモニタリングし、
空調機器の運転・停止をコントロー

ガス発電型熱源
（GHPチラー）

学生センター
ﾏｲｸﾛｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ

更新
空調機器の運転・停止をコントロー
ルする制御システム

系統電力

５

（2011年9月竣工予定）



省エネ設備一斉導入：エコキャンパスの実現省エネ設備一斉導入：エコキャンパスの実現

熱源機器・空調設備の運用改善 高効率照明の導入ポンプ・ファンのインバータ化

キャンパス全体でギャランティードＥＳＣＯ事業を実施
省エネ設備の導入と省エネ効果検証を実施し、着実にＣＯ２削減を推進

一定運転しているポンプ、ファンにイ
ンバーターを導入し、運転動力を削減

（④冷温水ポンプ 1台）

■階段教室ＧＨＰ最適制御
室外機発停制御を天井部から床付近に
変更し、過冷却を防ぐ。
（② GHP ５台）

■蛍光灯インバータ安定器
(①、②、④、⑤ 1,486台)

■ｾﾗﾐｯｸﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟ
（⑤ 70台）

（⑤冷却水ポンプ 1台）
（④空調機ファン 4台）
（⑤空調機ファン 2台）
（⑥空調機ファン12台）

■空調機の外気導入量適正化
空調機の外気量を見直し、負荷低減を
図る。（④ 8台、⑥ 6台）

（② GHP ５台） （⑤ 70台）
■照明人感・照度センサー
（⑤ 140台）
■高効率ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ
（⑥ 358台）

（計画省エネ量：1,427GJ/年）

③ ６棟

（計画省エネ量：449GJ/年）

（⑥ 台）

（計画省エネ量：2,246GJ/年）

※①～⑥は下図の棟名称を示す

※「ＴＧグリーンモニター」の導入

⑥ 天野貞祐記念館
② ４棟

●電力・ガス等合計約８０点計測
●PHS回線でデータ伝送
●インターネットを活用

新教室棟

⑤ 35周年記念館

④ 中央棟

●インタ ネットを活用

新教室棟

① １棟

「見える化」システムを
活用した省CO2活動 の実施

６
※上記の他、ＧＨＰ・熱源関係の

計画省エネ量：1,295GJ/年

導入効果導入効果

7,000

8,000

年
）

7,840

6,013
（▲23%）

ＣＯ２削減効果

1,827

6,969
（▲11%）

4,000

5,000

6,000

7,000

to
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-
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O
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/
年 （▲23%） t-CO2/年

1,000

2,000

3,000

O
2

排
出

量
（

t

0

ベース 計画時 導入後実績

C
O

電力 都市ガス

※ベース ： 既存棟実績補正分＋新教室棟の標準年間エネルギー消費量
※導入後実績 ： H22年9月～H23年8月の実績値

ＣＯ２削減量

実績 計画時

新教室棟分 800t-CO2/年 513t-CO2/年

既存棟分 1,027t-CO2/年 359t-CO2/年

合計 1 827t-CO2/年 872t-CO2/年

設計による省ＣＯ２

ゼ

※トータルCO２削減活動

建設段階での省ＣＯ２ 運用による省ＣＯ２

合計 1,827t CO2/年 872t CO2/年

・熱負荷低減
・自然エネルギー有効活用
・高効率システム機器導入

新教室棟
ＣＯ２削減目標
513t-CO2

・ゼロエミッション活動
・施工の合理化

新教室棟
ＣＯ２削減目標
169t-CO2

・「見える化｣システムを
活用したフィードバック

・環境教育の実施

７



導入効果導入効果

電力デマンド削減実績
2011年夏期

最大電力
201０年度
最大電力

平成22年1月11日
2,300kW 省エネ技術導入

▲260kW

運用での節電

▲240kW平成23年7月13日

平成22年1月11日
竣工後１年間での
受電電力ピーク：2,119kW

約1,800kW

（▲22％）

▲240kW

受電電力ピーク：1,781kW

※７月分の

電力デマンド比較

８：デマコン制御が働いた日

導入効果導入効果

120

分散型電源 発電状況
（時刻別） 一日発電電力量

849kWh
平成23年7月11日（月） 実績値

80

100

k
W

h
）

k
（受電量の約４％）

40

60

発
電

電
力

量
（

k

0

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

東棟 太陽光発電 野貞祐記念館 太陽光発電 東棟 GHP発電 ６棟 GHP発電
（時）

東棟 太陽光発電 天野貞祐記念館 太陽光発電 東棟 GHP発電 ６棟 GHP発電
（時）

（月別）

16,000

18,000 年間発電電力量
145MWh

平成22年10月分～平成23年9月分 実績値

10,000

12,000

14,000

量
（

k
W

h
）

（受電量の約2％）

2,000
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6,000

8,000
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量

0

2,000

2010/10 2010/11 2010/12 2011/1 2011/2 2011/3 2011/4 2011/5 2011/6 2011/7 2011/8 2011/9

東棟 太陽光発電 天野貞祐記念館 太陽光発電 東棟 GHP発電 ６棟 GHP発電 ９



導入効果導入効果

新教室棟の省エネ効果
25,000

年
）

22 871GJ/年

15,000

20,000

ー
消

費
量

（
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J
/
年

7,670GJ/年
11,719GJ/年

22,871GJ/年

15,201GJ/年
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10,000

一
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エ
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ル
ギ
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11,152GJ/年

既存棟の省エネ効果 省 ネ効果 内訳

0

ベース 計画時 実績

一

※ベース：標準年間エネルギー消費量

0

2,000

計画時 実績

年
）

100,000

）

既存棟の省エネ効果 ※省エネ効果の内訳

99,774GJ/年
92,357GJ/年

81 690GJ/年
4,000

6,000

8,000

10 000ー
削

減
量

（
G

J
/
年

60,000

80,000
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（
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年

7,336GJ/年5,417GJ/年

81,690GJ/年
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消

16,085GJ/年

ＧＨＰ・熱源関係 ポンプ･ファンＩＮＶ関係

空調制御関係 高効率照明関係

ｷｬﾝﾊﾟｽ全体の節電・運用での削減分
0

ベース 計画時 実績

一
次

※ベース：既存棟実績値補正（１、２、３棟分削除）
10

「見える化」システムを活用したエネルギー分析「見える化」システムを活用したエネルギー分析

新教室棟 時刻別電力量内訳（7月13日） ３５周年記念館 時刻別ガス量内訳（7月13日）

・空調は８時～１８時に運用、夜間の照明コンセント負荷は微小。

・昼間時間帯の空調および照明ｺﾝｾﾝﾄ負荷削減が更なる省エネで有効。

・冷温水機のガス消費量は朝および午後の時間に発生、昼に一旦低減。

・冷温水機およびＧＨＰの稼働低減が更なる省エネで有効。

天野貞裕記念館 時刻別電力量内訳（7月13日） 各棟エネルギー消費量比較（2011年4月～9月分まで）

・空調は一部系統で２４時間実施、照明ｺﾝｾﾝﾄ負荷は昼間ほぼ一定。

・最も電力消費の多い２，４階の空調機・ＥＨＰの省エネが重要。

・図書館のある天野貞祐記念館、体育館のある３５周年記念館の

エネルギー消費量が多い。

・次いで職員が入居する中央棟、講義開催の多い新教室棟が多い。

11



2011年10月12日
第7回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

国土交通省 平成２１年度第１回

完了プロジェクト紹介

国 交通省 平成 年度第 回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業 採択プロジェクト

グ ドグ ド長岡グランドホテルにおける長岡グランドホテルにおける
地産地消省ＣＯ地産地消省ＣＯ22改修ＥＳＣＯ事業改修ＥＳＣＯ事業地産地消省ＣＯ地産地消省ＣＯ22改修ＥＳＣＯ事業改修ＥＳＣＯ事業

長岡都市ホテル資産保有株式会社長岡都市ホテル資産保有株式会社

長岡グランドホテル長岡グランドホテル

00

長岡グランドホテルの概要<位置>

ホテルの立地

長岡グランドホテルは、長岡市の中心市街地に立地し、駅や繁
華街へのアクセスに優れた場所に位置している。

2012年春には、隣接して長岡市シティホール「アオーレ長岡」

が竣工予定であり、行政や賑わいも含めて、地域の中心地とし定 あり、行政 賑わ 含 、 域 中
て更なる発展が期待されている。

長岡駅大手通り

長岡グランドホテル
（プロジェクト実施場所）

長岡市シティホール建設予定
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長岡グランドホテルの概要<建物>
建物概要

長岡グランドホテルは 敷地面積2 480㎡ 延床面積10 195㎡長岡グランドホテルは、敷地面積2,480㎡、延床面積10,195㎡、
地上８階地下１階の建築物で、1981年に本格的なシティホテル
として竣工 その後 1988年にコンベンションホ ル等 1997年として竣工。その後、1988年にコンベンションホール等、1997年
にチャペルと、２度に渡り増改築が行われてきた。

 ■長岡グランドホテルの建築概要 

項  目 概   要 

用     途 

階 数

都市型ホテル 

地下１階地上８階塔屋２階

 ■長岡グランドホテル増改築の推移 

   年 内 容 床面積 

1981 年 6 月 竣 工 8 854 ㎡階     数 

構     造 

敷 地 面 積

延   面  積

主 な 施 設

地下１階地上８階塔屋２階 

鉄骨鉄筋コンクリート造 

2,480 ㎡ 

10,195 ㎡ 

客室（89 室） 宴会場（大小７室） レ

1981 年 6 月 

1988 年 4 月 

 

1998 年 8 月 

竣 工 

コンベンションホール・

レストラン等増設 

チャペル増設 

8,854 ㎡ 

+1,731 ㎡ 

 

+ 288 ㎡主 な 施 設 客室（89 室）、宴会場（大小７室）、レ

ストラン（４施設）、婚礼、チャペル、店

舗、テナント、駐車場、機械室等 

年 月 ャ 増設

■事業スケジュ ル■事業スケジュール

内    容 平成２１年度 ２２年度 ２３年度～ 

■省ＣＯ２改修設計    

■省ＣＯ２改修工事    
※工事の過半は平成 21 年度に予定

竣 工 

22
■検証・地域普及活動    

※工事の過半は平成 21 年度に予定 

地産地消型省ＣＯ２プロジェクトの目的

■設備更新と経営基盤強化
本ホテルは竣工後27年が経過し 熱源機器等設備の更新が必要とな ていた 今回の本ホテルは竣工後27年が経過し、熱源機器等設備の更新が必要となっていた。今回の
大規模な省エネ改修により、メンテ・燃料費等のコストを削減し、経営基盤の強化を図る。

■地域環境への貢献（地産地消と省ＣＯ２）■地域環境への貢献（地産地消と省ＣＯ２）
地域特性を考慮した省ＣＯ２と地産地消の推進により、地域環境改善と地域活性化に繋
げ 市の中核施設として地域環境への貢献を果たすげ、市の中核施設として地域環境への貢献を果たす。

■「環境（エコ）」「省ＣＯ２」の発信と地域への波及
近年、会議やイベント企画において

も「環境（エコ）」や「省ＣＯ２」がテーマ
になっている。参加する長岡観光・コ

 
■築 27 年の設備更新

と経営基盤強化 になっている。参加する長岡観光
ンベンション協会などを通じて、環境
・省ＣＯ２の情報発信、取組の地域他
施設への波及に努め 地域活性化に

■地域環境への貢献 
（地産地消と省ＣＯ２） 

■「環境（エコ）」「省ＣＯ２」
の発信と、地域への波
及による活性化施設への波及に努め、地域活性化に

繋げる。

及による活性化 

地産地消型省CO2改修

33
プロジェクト 



①地域・建物特性を踏まえた省ＣＯ２建物改修
1-1 地域気候に対応した開口部断熱改修（ガラス断熱改修）

地域の厳しい雪国の気候に対し、建物の居室全開口部（窓）を
ペアガラスへ改修 客室および１ ２階吹き抜け部のカ テペアガラスへ改修。客室および１・２階吹き抜け部のカーテ
ンウォールガラスの断熱化は大きな省ＣＯ２・室内温湿度環
境の改善が期待。

建物の断熱性能向上効果を 地域の他建物へ示すモデル建物の断熱性能向上効果を、地域の他建物へ示すモデル
としても期待できる。

1-2 効果的なＬＥＤ照明の導入

一日中照明が点いているホテルのロビーに、ＬＥＤ照明を導入。
点灯時間の長さから高い省ＣＯ２効果と 来館者に対するＰＲ効

図：正面から見たガラス断熱改修範囲

点灯時間の長さから高い省ＣＯ２効果と、来館者に対するＰＲ効
果も期待できる。

1-3 地下水による夏期屋根散水

融雪時に使う豊富な地下水を夏期の屋根散水に利用。屋根
面の温度上昇を抑え、省CO2効果とヒートアイランド防止が期
待できる。

図：効果的なＬＥＤ照明

44図：夏期屋根散水

②地産地消の省ＣＯ２設備改修

地産地消のエネルギー：天然ガス※の有効利用を図るため

2-1 地産地消、最適な熱源システム改修

地産地消のエネルギー：天然ガス※の有効利用を図るため、
既存データに基づいた建物特性を考慮し、最新の高効率熱
源機器を選定。現状の1.4倍の効率（29％省エネ）が期待で
きる。きる。

最新の小型燃料電池をエントランス横に設置。地産地消の最

2-2 地場産ガス利用燃料電池の導入 図：改修・最適化した高効率熱源機器

最新の小型燃料電池をエントランス横に設置。地産地消の最
先端省ＣＯ２機器として、来訪者に広くＰＲ、普及促進に貢献。

2-3 地場産間伐材によるペレット暖炉

地域山林の間伐材から製造するペレットを燃料とする暖炉をロ
ビーに設置。暖かな火は視覚的なアピール効果も期待できる。
地場産間伐材を利用することにより、山林活性化にも貢献。

場 伐 暖炉

地場産間伐材を利用する より、山林活性化 も貢献。

2-4 豊かな地下水の空調システム利用

地域で夏期には余剰となる地下水を、空調用補給水に活用

図：地場産間伐材によるペレット暖炉

地域で夏期には余剰となる地下水を、空調用補給水に活用

※長岡では、市内天然ガス田から算出する天然ガスを利用している。海外輸入のＬＮＧに比較し、液化したり輸送
するエネルギーが不要であるため、CO2発生量の少ないメリットを持つ地場産エネルギーとして位置付けが可能
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③検証・情報発信と地域への波及

簡易型BEMSを導入し 建物のエネルギー収支を計測 エネルギー

3-1 ＢＥＭＳの設置

簡易型BEMSを導入し、建物のエネルギ 収支を計測。エネルギ
管理・検証・評価と最適運転管理に利用する。

3-2 省CO2改修の情報発信

ロビーに省CO2改修の内容や効果を情報発信するモニターを設置、
来館者・宿泊者に対し省CO2の「見える化」を推進。また、長岡市と
連携し 地域全体の環境意識の向上と省CO2技術の普及を目指す

図：BEMSの設置

連携し、地域全体の環境意識の向上と省CO2技術の普及を目指す。

3-3 地域活動を通した省CO2改修の波及 図：省CO2改修の情報発信

長岡観光・コンベンション協会長岡観光・コンベンション協会

環境（エコ）・省ＣＯ環境（エコ）・省ＣＯ２２推進部会推進部会長岡グランド
ホテル

地域コミュニティである長岡観光・コンベンショ
ン協会に「環境（エコ）・省CO2」をテーマとした

部会を くり 効果 情報を開 長 地域
環境（ コ） 省ＣＯ環境（ ） 省ＣＯ２２推進部会推進部会

■長岡グランドホテル省CO2改
修の検証

■地域に合った省CO2改修 等

ホテル部会をつくり、効果・情報を開示。長岡地域の
他施設へ本プロジェクトの取り組みを波及展
開するほか、全国のホテル・コンベンション施
設など 協会を通じた情報発信を行う

長岡市等 協力
参加

長岡地域の他施設へ長岡地域の他施設へ
省省 改修 波改修 波及展開

観光ホテル
シティホテル

ビジネスホテル
コンベンション施設

商業施設
業務施設

設などへ協会を通じた情報発信を行う。

66
省省CO2CO2改修の波及展開改修の波及展開

計画時のＣＯ２排出量削減効果試算結果

＜プロジェクト全体の効果＞

■ 年間326t-CO2/年の省CO2、CO2排出の約１４％を削減する高い効果が期待

■ 補助金の費用対効果は、9,660円/ t-CO2（運用期間を25年：今回の改修と同

程度の期間と想定）

建設 修繕・更新・解体 運用

100%改修前

86%
改修後

CO2排出削減

0 40 80 120 160 200 240 280

（k CO /年 ㎡）

31.94kg-CO2/年・㎡
326 t-CO2/年

CO2排出削減

（kg-CO2/年・㎡）
図：改修前後のライフサイクルＣＯ２排出量の比較

※CASBEE改修2008の評価より
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年間エネルギー消費量
項目 単位 改修前 改修後 削減率(%)

年平均外気温 ℃ 13.1 13.6 －

電力消費量 MWh/年 1 592 1 583 0 6電力消費量 MWh/年 1,592 1,583 0.6

ガス消費量 千m3/年 388 257 33.8

一次エネルギー消費量 GJ/年 31,309 25,896 17.3

2,500 450 35,000 2,000

次 ネルギ 消費量 GJ/年 31,309 25,896 17.3

ＣＯ２排出量 t-CO2/年 1,782 1,477 17.1
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電力消費量 ガス消費量 一次エネルギー消費量 ＣＯ２排出量消費 次 ギ 消費 排

電力消費量に大きな変化は見られなかったが、ガス消費量が大きく削減され、一次
エネルギー消費量及びＣＯ２排出量とも17％の削減効果が得られている。

88
計画時14％のＣＯ２削減効果を上回る結果となった。

改修による経済性検討
 年間エネルギー消費量の平年補正結果より、電力消費量

は改修前後で同程度と仮定し ガス削減量から経済性には改修前後で同程度と仮定し、ガス削減量から経済性に
関する効果と単純投資回収年数を概算した。

の結果 年間に削減される費用は約1 000万円 この結果、年間に削減される費用は約1,000万円。

 補助金を考慮した事業者負担金の投資は約6.5年で回収補助金を考慮した事業者負担金の投資は約 年で回収
できる見込みと試算された。

項目 単位 金額 備考項目 単位 金額 備考

①総事業費 千円 130,000 概算値

②補助金(事業費の１／２) 千円 65,000

③事業者負担金 千円 65,000

④ガス削減量 千m3/年 136 平年補正値より

⑤ガス単価 円/m3 74 時間帯別Ｂ契約平均単価

⑥年間削減費用 千円 10,064 ④×⑤

⑦単純投資回収年数 年 6 5 ③÷⑥

99
⑦単純投資回収年数 年 6.5 ③÷⑥



改修効果のまとめ
 省ＣＯ２改修による省エネ・省ＣＯ２効果は、実測値ベー

スで17%程度 平年補正値ベースで20%程度となっスで17%程度。平年補正値ベ スで20%程度となっ
た。

 改修計画時の予測は、ＣＯ２削減量326t/年、ＣＯ２削
減率14%であったが 平年補正値ベースで ＣＯ２削減率14%であったが、平年補正値ベ スで、ＣＯ２削
減量347t/年、ＣＯ２削減率20％が得られる結果とな
ったった。

 改修によって削減される年間のエネルギー費用は 改修によって削減される年間のエネルギ 費用は
1,000万円程度。

 改修で事業者が負担した投資は、約6.5年程度で回収
できる見込み

1010

できる見込み。



2011年10月12日
第7回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

国土交通省 平成2１年度第１回

完了プロジェクト紹介

国土交通省 平成2１年度第１回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

名古屋大学医学部附属病院病棟等名古屋大学医学部附属病院病棟等ESCOESCO事業事業

((代表提案者代表提案者))三菱ＵＦＪリース株式会社三菱ＵＦＪリース株式会社((代表提案者代表提案者))三菱ＵＦＪリ ス株式会社三菱ＵＦＪリ ス株式会社

国立大学法人名古屋大学国立大学法人名古屋大学

三機工業株式会社三機工業株式会社三機工業株式会社三機工業株式会社

株式会社トヨタエンタプライズ株式会社トヨタエンタプライズ

名古屋大学鶴舞キャンパスの概要名古屋大学鶴舞キャンパスの概要

名古屋大学は 東山キャンパス 鶴舞キャンパスおよび大幸キャンパスという主要キャンパスを有し 人間と社会名古屋大学は、東山キャンパス、鶴舞キャンパスおよび大幸キャンパスという主要キャンパスを有し、人間と社会
と自然に関する研究と教育を通じて、人々の幸福に貢献することをその使命とする。その中で、鶴舞キャンパスは、
病院施設、教育研究施設を兼ね備えた複合医療施設としての役割を担っている。エネルギー使用量は、工場を除
く業務部門で名古屋市で2番目に多い事業所である。

【 名古屋大学主要キャンパス位置図 】 ・契約電力:     8,300kW ・敷地面積 ： 約 89,137㎡

約5Km名古屋駅

・使用電力： 4,480万kWh ・建物延面積 ： 約 186,236㎡

・棟数 ： 主要建物 18棟

・ガス使用量： 248万㎥ ・病床数 ： 1,035床
大幸ｷｬﾝﾊﾟｽ

・CO2排出量： 27,339ﾄﾝ （2010年度実績）
舞鶴ｷｬﾝﾊﾟｽ 東山ｷｬﾝﾊﾟｽ

名古屋市 16区
●人口 2,266千人
●面積 326K㎡

1



名古屋大学の省エネルギーへの取組名古屋大学の省エネルギーへの取組

①高等教育機関(大規模施設保有)として省CO2を推進する社会的責任 ②省エネ法など①高等教育機関(大規模施設保有)として省CO2を推進する社会的責任、②省エネ法など

の法律遵守、③安定した大学経営を目的として、省エネ・省CO2・省コストに取組んできた

省エネ対策の実施例学内 ネ ギ ネジメ ト推進体制

屋上緑化

 省エネ対策の実施例 学内エネルギーマネジメント推進体制

ドライミスト導入

蒸気バルブ断熱蒸気バルブ断熱

22

2009年度 第１回住宅 建築物省CO 推進モデル事業（国土交通省）に採択を受け 2010年4月よりESCO事業を開始

ＥＳＣＯ事業の実施体制

2009年度 第１回住宅・建築物省CO2推進モデル事業（国土交通省）に採択を受け、2010年4月よりESCO事業を開始

事業体制
●名古屋大学が考えるESCO事業の目的

＜ ESCO事業体制 ＞

世界最高の教育・研究・診療を、省エネ、省CO2、低コストで実現

高い技術力を施設管理にも応用できる
国立大学法人名古屋大学

●名古屋大学が考えるESCO事業の目的

施設管理職員に省エネ・省CO2・省コストへの期待と共有感を抱かせる

施設管理職員のやる気を起こす

国立大学法人名古屋大学

契約しっぱなし 任せっきりからの脱却

＜ESCO代表事業者＞
（契約・財務担当）

三菱ＵＦＪリース株式会社 ●管理一体型ESCO事業は、最も優れた管理手法

契約しっぱなし、任せっきりからの脱却

お互いの目的を統一できる(省エネ・省CO2・省コストで大学経営に貢献)

お互いの得意な分野を分担して実行し、効率的な運用が可能＜ESCOｸﾞﾙｰﾌﾟ構成員＞
（設計・施工担当）

＜ESCOｸﾞﾙｰﾌﾟ構成員＞
（施設管理担当）

大学側とESCO事業者のWin・Winの関係樹立(利益の最大配分)が可能
三機工業株式会社株式会社ﾄﾖﾀｴﾝﾀﾌﾟﾗｲｽﾞ

●月１回の全体会議と日々の運用打合せ

お互いの顔が見える関係が信頼を醸成する

お互いの改善提案や技術の磨きあいに繋がる
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導入した省導入した省COCO22手法手法

既存設備の有効利用 個別技術の複合化により省既存設備の有効利用 個別技術の複合化により省COCO22効果の最大化を図る効果の最大化を図る既存設備の有効利用、個別技術の複合化により省既存設備の有効利用、個別技術の複合化により省COCO22効果の最大化を図る効果の最大化を図る

蓄熱槽

水冷ﾁﾗｰ蓄熱に変更すること
による夜間電力の利用

中央診療棟

＜今回導入設備＞

中央診療棟

電力
水冷チラー

蓄熱槽 による夜間電力の利用

吸収式冷凍機

熱交換器

給湯

排熱回収型
高効率水冷ﾁﾗｰの導入

電気

エネルギーセンター

CO2削減効果 2,782 ton

システム内容は、別紙参照

中央診療棟

給湯

加湿・滅菌

吸収式冷凍機

病棟

排熱回収
一次加温ｼｽﾃﾑの導入

高効率水冷ﾁﾗｰの導入

電気

蒸気

ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ
ｼｽﾃﾑ

炉筒煙管ﾎﾞｲﾗ
都市ｶﾞｽ 病棟

吸収式冷凍機

熱交換器

給湯

加湿・滅菌

高効率空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟの導入

排熱回収
次加温ｼｽﾃﾑの導入

炉筒煙管ﾎ ｲﾗ

CO2削減効果 2,262 ton

医系研究棟

吸収式冷凍機

熱交換器

給湯

医系研究棟1号館
一次加温ｼｽﾃﾑの導入

高効率水冷ﾁﾗｰの導入 CO2削減効果 740 ton

医系研究棟

ギ
給湯

加湿・滅菌

動物実験施設ほか最適運転の実施

＜その他導入手法＞

ﾊﾟｯｼﾌﾞﾘｽﾞﾐﾝｸﾞ空調の導入

自 換気 導削減効果

CO2削減効果 22 ton

削減効

エネルギーセンター

高効率貫流ﾎﾞｲﾗｰの導入

施設管理による省エネ手法

自然換気の導入

遮熱ﾌｨﾙﾑの導入

CO2削減効果 -130 ton

CO2削減効果 2 ton

CO2削減効果 16 ton

4

施設管理による省エネ手法
（蒸気圧力変更等）

CO2削減効果 575 tonCO2削減効果 938 ton

中央診療棟の省エネシステム中央診療棟の省エネシステム

● 冷却排熱回収システムの導入，蓄熱槽を活用した電気、ガスのハイブリットシステムの構築

（蒸気吸収式冷凍機） （冷却塔）【 改修前 】

冷水

（排熱回収型水冷チラー）

電気

【 改修後 】
蓄熱槽による電力シフト化

放熱

冷却排熱

（蒸気熱交換器）

（蒸気給湯槽）

冷水

温水
温水

（給湯余熱槽）

給

吸収式冷凍機

水冷チラー

蓄熱槽

蒸気
冷却排熱

給湯
（蒸気によるﾊﾞｯｸup後）1次加温

給湯

改修前熱源運転状況 （2007年10月～2008年9月） 改修後熱源運転状況 （2010年4月～2011年3月）

ガス蓄熱→電気蓄熱へ変更冷却排熱を加熱源
として有効利用

16 000
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8 000

9,000

10,000

16 000

18,000

20,000

8 000

9,000

10,000

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ投入量
（単位GJ）

二次ｴﾈﾙｷﾞｰ使用
量

（単位GJ）

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ投入量
（単位GJ）

二次ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量
（単位GJ）

二次側熱量 一次側投入エネルギー
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温水熱交換器

次側投入 ネルギ
の大幅削減

0

2,000

4,000

6,000

8,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000
蒸気焚冷凍機

水冷チラー

蒸気焚冷凍機

水冷チラー

温水熱交換器

0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 １月 2月 3月

0

排熱回収チラー 水冷チラー

蒸気焚き冷凍機 温水熱交換器

冷房負荷 暖房負荷

0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 １月 2月 3月

0

水冷チラー 蒸気焚き冷凍機

温水熱交換器 排熱回収チラー

冷房負荷 暖房負荷（二次側） （二次側） （二次側） （二次側）

排熱回収チラー

5

冷房負荷 暖房負荷冷房負荷 暖房負荷

ＣＯ２ 排出削減 ２，７８２ ton に貢献



設備的・建築的省設備的・建築的省COCO22設備設備

（１）パッシブリズミング空調 （２）自然換気（１）パッシブリズミング空調

室内環境測定を行いながら空調機を周期的に「運転・停止」さ
せることにより、室内の快適性を損なうことなく搬送動力を低減
することで省ＣＯ を図る

居室へ影響を及ぼす西面の日射負荷を低減させるため、
吹き抜け階段室の窓ｶﾞﾗｽを改修し、自然換気を行う。

（２）自然換気

することで省ＣＯ2を図る。

（導入対象）

中央診療棟 講堂・ホワイエ系統空調機

（導入対象）

中央診療棟 階段室

電動窓

廊 下
居 室

電動窓

廊 下
居 室

電動窓

廊 下
居 室

システム概要

送風…周期的に発停

講堂・ホワイエ室内

▽6F

・
・

・
・

・

ド
ラ

フ

全面ガラス
階段室

▽6F

・
・

・
・

・

ド
ラ

フ

全面ガラス
階段室

▽6F

・
・

・
・

・

ド
ラ

フ

全面ガラス
階段室

送風機

（発停制御）

（可変制御）
・風雨センサー
・温度センサー 等

▽2F

・
・

・

ト
効

果 可変電動ガラリ取付

（可変制御）
・風雨センサー
・温度センサー 等

▽2F

・
・

・

ト
効

果 可変電動ガラリ取付

▽2F

・
・

・

ト
効

果 可変電動ガラリ取付

制御コントローラ導入 炭酸ガス・温度センサー導入

100% -13％ -28％
▽1F▽1F▽1F空調機ファンの搬送動力を

約30％削減

72%87%
100%

40%

60%

80%

100% 13％ 28％

0%

20%

ﾊﾟｯｼﾌﾞﾘｽﾞﾐﾝｸﾞ
なし

空調40分/
停止10分

空調20分/
停止10分

6
CO2 排出削減 22 ton に貢献 CO2 排出削減 16 ton に貢献

ＣＯＣＯ２２削減効果の一覧削減効果の一覧

省エネルギー項目
CO2 削減効果

達成率
予定値 2010年実績値

中央診療棟 空調用熱源の高効率化 2 891 t 2 782 t 96 3%中央診療棟 空調用熱源の高効率化 2,891 ton 2,782 ton 96.3%

ﾊﾟｯｼﾌﾞﾘｽﾞﾐﾝｸﾞ空調導入 19 ton 22 ton 116%

自然換気導入 16 ton 16 ton 100%

断熱フィルム導入 2 ton 2 ton 100%

病棟 空調用熱源の高効率化 2,476 ton 2,262 ton 91.4%

医系研究棟 空調用熱源の高効率化 795 ton 740 ton 93.1%

ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ 高効率貫流ﾎﾞｲﾗ導入 646 ton 938 ton 145%

CGS運用変更 -130 ton -130 ton 100%

小 計 6,715 ton 6,632 ton 98.8%

施設管理等による省エネ手法 （ 蒸気圧力変更等 ） 375 ton ( 575 ton )施設管理等による省エネ手法 （ 蒸気圧力変更等 ） 375 ton (    575 ton ) ―

合 計 7,090 ton ( 7,207 ton ) 102%

7

※ 施設管理等による省エネ手法のCO2削減効果：施設運用変更による削減効果を計算値『（ ）数値』として記入



施設全体の最適運転管理による省施設全体の最適運転管理による省COCO22

施設全体の日常管理 定期メンテナンスおよびエネルギーマネジメントを施設全体の日常管理、定期メンテナンスおよびエネルギ マネジメントを

名大とともにESCO事業者が一元管理することにより、施設の最適運転管理と

さらなる省CO2対策の速やかな実施を可能とする運用体制の構築

エネルギー計測システムの最大活用

フィードバック

施設運用

日常管理
実実 施施 監視員による常時監視および最適運転法の実施

・日常管理

・定期保守

・設備修繕

PDCA ネジメントを実施 計計 画画 施設運用方法の改善、更なる省エネ手法の立案

解解 析析 現状解析 改善点の抽出今回導入機能増設

PDCAマネジメントを実施

解解 析析 現状解析、改善点の抽出

計計 測測 遠方監視・運転監視員によるデータ収集

計測

ＢＥＭＳ
・エネルギーの使用

コストの発生

遠方監視
ｼｽﾃﾑ

今回導入機能増設

計計 測測 遠方監視 運転監視員 よるデ タ収集
・コストの発生 ｼｽﾃﾑ

◆◆ ｴﾈﾙｷﾞｰ管理ｼｽﾃﾑの導入例ｴﾈﾙｷﾞｰ管理ｼｽﾃﾑの導入例◆◆ ｴﾈﾙｷﾞｰ管理ｼｽﾃﾑの導入例ｴﾈﾙｷﾞｰ管理ｼｽﾃﾑの導入例 ◆◆ 修繕営繕管理ｼｽﾃﾑの導入例修繕営繕管理ｼｽﾃﾑの導入例◆◆ 修繕営繕管理ｼｽﾃﾑの導入例修繕営繕管理ｼｽﾃﾑの導入例◆◆ 施設管理ｼｽﾃﾑの導入例施設管理ｼｽﾃﾑの導入例◆◆ 施設管理ｼｽﾃﾑの導入例施設管理ｼｽﾃﾑの導入例 ◆◆ ｴﾈﾙｷ 管理ｼｽﾃﾑの導入例ｴﾈﾙｷ 管理ｼｽﾃﾑの導入例◆◆ ｴﾈﾙｷ 管理ｼｽﾃﾑの導入例ｴﾈﾙｷ 管理ｼｽﾃﾑの導入例 ◆◆ 修繕営繕管理ｼｽﾃﾑの導入例修繕営繕管理ｼｽﾃﾑの導入例◆◆ 修繕営繕管理ｼｽﾃﾑの導入例修繕営繕管理ｼｽﾃﾑの導入例◆◆ 施設管理ｼｽﾃﾑの導入例施設管理ｼｽﾃﾑの導入例◆◆ 施設管理ｼｽﾃﾑの導入例施設管理ｼｽﾃﾑの導入例
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● 空調換気量の見直し ●水冷式チラーのＣＯＰ（運転効率）の把握

施設管理、運転管理における取組み事例施設管理、運転管理における取組み事例((抜粋抜粋))

【ポイント】
室内環境測定結果から過剰な換気量（外気導入）を削減

※ 室内ＣＯ2濃度を測定し 必要換気量の適否を判断

【【ポイントポイント】】 機器のＣＯＰ値から保全時期を把握機器のＣＯＰ値から保全時期を把握

【手 法】※ 室内ＣＯ2濃度を測定し、必要換気量の適否を判断

【手 法】
ＣＯ2濃度測定結果から、空調系統別に換気量を削減
空 系統を 析 空 機 転プ グ を変

監視ﾃﾞｰﾀや点検記録を確認し、 必要な冷却水系の洗浄を実施

項目

RS-1

2010年5月度

空調系統を分析し、空調機の運転プログラムを変更
ビル衛生管理法におけるCO2基準値 ・・・・ 1,000ppm 以下

2010年度　CO2濃度測定結果 （抜粋）　

測定値

単位 ｈ MJ kwh

2010/5/1 18.7 39460 3530 3.1
2010/5/2 24.0 53530 4770 3.1
2010/5/3 15 8 37410 3210 3 2

項目
運転時間 積算熱量 電力量

COP

測定値

(ppm)

ACU-B201 Ｂ2Ｆ 管理サービス系統 415

ACU-B202 Ｂ2Ｆ 倉庫系統 414

ACU 101 1Ｆ 総合診療部系統 510

系　　　　　　統階数空　調　機
2010/5/3 15.8 37410 3210 3.2
2010/5/4 14.5 39600 3180 3.5
2010/5/5 2.1 6130 480 3.5
2010/5/6 2.1 6690 550 3.4
2010/5/7 3.6 9640 770 3.5
2010/5/8 0 0 0 0 0 0ACU-101 1Ｆ 総合診療部系統 510

ACU-103 1Ｆ 放射線部（定時）系統 444

ACU-104 1Ｆ 放射線部（24H）系統 447

ACU-106 1Ｆ 総合医学教育センター系統 416ほとんどが基準値を
COP

項目

RS-1

運転時間 積算熱量 電力量

2010年6月度

2010/5/8 0.0 0 0 0.0

ACU-204 2Ｆ リハビリ広場系統 405

ACU-304 3Ｆ 検査部（検体検査室）系統 453

大きく下回っている 単位 ｈ MJ kwh

2010/6/1 0.0 70 0 0.0
2010/6/2 0.7 1910 110 4.8
2010/6/3 14.6 39870 2210 5.0
2010/6/4 24 0 59570 3340 50

COP

変更前 ５４２千kWh/年

省エネ効果

2010/6/4 24.0 59570 3340 5.0
2010/6/5 24.0 67050 3900 4.8
2010/6/6 24.0 65260 3790 4.8
2010/6/7 24.0 82260 4740 4.8
2010/6/8 24.0 66300 3610 5.1

9

変更後 ３７４千kWh/年

削減量 １６８千kWh/年 運転電力 約３０％以上削減

省エネ効果



今後の目標今後の目標

2010年度と2011年度の電気 ガス使用量 ( 鶴舞キャンパス全体使用量 ）2010年度と2011年度の電気，ガス使用量 ( 鶴舞キャンパス全体使用量 ）

月

2010年度 2011年度 CO2排出量差

電気使用量 ガス使用量 CO2排出量 電気使用量 ガス使用量 CO2排出量 ①－②

（ｋＷｈ） （ ｍ3 ） ① ( ton ) （ｋＷｈ） （ ｍ3 ） ② ( ton ) ( ton )

4月 3,319,086 174,184 2,002 3,198,691 146,673 1,880 122 

5月 3,505,977 173,363 2,090 3,474,463 144,946 2,009 81 

6月 4,007,990 175,962 2,338 3,892,480 141,863 2,203 135 

7月 4,584,815 227,936 2,736 4,315,148 189,383 2,517 220 

合計 15,417,868 751,445 9,167 14,880,782 622,865 8,609 558合計 , , , , , , , , 558 

2010年と2011年のキャンパス全体 CO2排出量を比較すると2011年は、順調に省エネが進んでいる2010年と2011年のキャンパス全体 CO2排出量を比較すると2011年は、順調に省エネが進んでいる

年度 削減効 を超 す

10

2011年度のCO2削減効果は、 8,000 ton を超過する見込み

波及効果波及効果

これまでに名古屋大学が構築してきたネットワ クを利用し 情報公開することでこれまでに名古屋大学が構築してきたネットワークを利用し、情報公開することで

他の大学・病院・他業種への大きな波及効果が期待できる。

事業実績の公開事業実績の公開

蒸気主体熱源ｼｽﾃﾑや、通年冷水・温水を使用している業種への
高効率空調ｼｽﾃﾑ高効率空調ｼｽﾃﾑ

導入が可能
高効率空調ｼｽﾃﾑ高効率空調ｼｽﾃﾑ

省CO2設備導入を検討している事業者のベンチマークに活用計測検証データ計測検証データ 省CO2設備導入を検討している事業者のベンチマークに活用計測検証データ計測検証データ

運用中の病院・研究施設への省CO2設備導入施工実績施工実績施工実績

初期投資0で省CO2・省エネ・省コスト対策の実施例と成果実績ESCOESCO事業系体事業系体

運用中の病院 研究施設への省CO2設備導入施工実績施工実績施工実績

初期投資 省 省 省 対策 実施例 成果実績事業系体事業系体

１０大学ネットワーク、病院系FM研究会、EM研究・検討会、その他事例発表会、
ホームページ等を通じて情報公開することで波及効果を促進
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ホ ムペ ジ等を通じて情報公開することで波及効果を促進



2011年10月12日
第7回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

国土交通省 平成20年度第２回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

国産材利用木造住宅による太陽エネルギーの国産材利用木造住宅による太陽エネルギーの
パ シブ ク ブ利用住宅パ シブ ク ブ利用住宅パッシブ＋アクティブ利用住宅パッシブ＋アクティブ利用住宅

～住人同士の省～住人同士の省COCO 住まい方アイディア共有～住まい方アイディア共有～～住人同士の省～住人同士の省COCO22住まい方アイディア共有～住まい方アイディア共有～

住友林業株式会社住友林業株 会社

１ プロジ クトの特徴１ プロジ クトの特徴１．プロジェクトの特徴１．プロジェクトの特徴

国産材による木造住宅で、
太陽エネルギーを最大限に利用し、太陽エネルギ を最大限に利用し、
ＣＯ2排出量を最小限に抑える住宅

 主要構造材の国産材率70％

 高度なパッシブ設計 高度なパッシブ設計

 Ｗソーラーシステム
(太陽光発電＋太陽熱給湯)(太陽光発電＋太陽熱給湯)

 「通風・日照・熱負荷」
シミュレーションシミュレ ション

 顧客Ｗｅｂサイトによる
住まい方工夫の誘発

1

住まい方工夫の誘発



２ 太陽エネルギ を最大限に利用２ 太陽エネルギ を最大限に利用２．太陽エネルギーを最大限に利用２．太陽エネルギーを最大限に利用

南側の窓は集熱装置であり、

太陽エネルギーを熱として太陽エネルギーを熱として

利用する。

屋根には､全て太陽光発電

を搭載するのではなく､  を搭載するのではなく､

10％程度のスペースを

太陽熱給湯に太陽熱給湯に

利用する。

2

４４ 高度なパ シブ設計「涼温房」高度なパ シブ設計「涼温房」４４..高度なパッシブ設計「涼温房」高度なパッシブ設計「涼温房」

■ 夏のアイテム

■ 冬のアイテム

• 次世代省エネルギ－基準Ⅱ地域仕様
• 軒の出750mm または、パーゴラ(日除けオーニング付き)
• トップライト（開閉タイプ）• トップライト（開閉タイプ）
• リビング北側への窓
• 南面の窓ガラス Low-E断熱クリア、他の方位面の窓ガラス Low-E遮熱クリア
• サーモスクリーン または、断熱障子(リビングの掃出し窓)
落葉樹 本（南側）

3

• 落葉樹１本（南側）
• 常緑樹２本（北側）



４４ Ｗソ ラ システムＷソ ラ システム４４..ＷソーラーシステムＷソーラーシステム

太陽光発電＋太陽熱給湯

太陽熱給湯の詳細太陽熱給湯の詳細

架台による集熱器取り付け

貯湯タンクにガス給湯器

4

４４ ｢｢通風 日照 熱負荷通風 日照 熱負荷｣｣シミ レ シ ンシミ レ シ ン４４..｢｢通風・日照・熱負荷通風・日照・熱負荷｣｣シミュレーションシミュレーション

 
■ 通風シミュレーション ■ 日照シミュレーション

■ 冷暖房使用時間予測
シミュレーション

5



５５ 専用専用W bW bサイトサイト５５..専用専用WebWebサイトサイト

Ｗｅｂ上の仮想町内会で、省ＣＯ２の

住い方の工夫を紹介しあい、

楽しみながら、

住友林業

Web ｻｲﾄ

新たな住い方の

アイディアを創出！

住友林業

Web ｻｲﾄ アイディアを創出！

  
住まい方の 

工夫 

住まい方の

アイディア

6

アイディア

共有！

ハ ド面の効果（Ｗソ ラ ）ハ ド面の効果（Ｗソ ラ ）ハード面の効果（Ｗソーラー）ハード面の効果（Ｗソーラー）

■ 太陽光発電利用状況（2010年度合計）
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ハ ド面の効果（Ｗソ ラ ）ハ ド面の効果（Ｗソ ラ ）ハード面の効果（Ｗソーラー）ハード面の効果（Ｗソーラー）

■ 太陽熱給湯利用状況（2010年度合計）
35000
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0
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ハ ド面の効果（Ｗソ ラ ）ハ ド面の効果（Ｗソ ラ ）ハード面の効果（Ｗソーラー）ハード面の効果（Ｗソーラー）

■ ＷソーラーでのＣＯ2削減効果（2010年度合計）

省ＣＯ２モデル ＷソーラーＣＯ２削減量

6,000

太陽光発電によるＣＯ２削減量　99ｔ-CO2

太陽熱利用によるＣＯ２削減量　13ｔ-CO2 スギ約８０００本分のCO2削減

4 000

5,000
ＣＯ２削減量合計 112ｔ-CO2

約 本分 2 減

3,000

4,000

減
量
(
k
g
-
C
O
2
)

2,000

Ｃ
Ｏ

２
削
減

1,000

太陽熱給湯

太陽光発電
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省 CO2 支 援
サイト

トップ画面

10

エコアイデ
ア項目の例

ジ１４のジャ
ンルから構
成

合計１０９
のアイデア
を掲載を掲載

11



具体のエコアイ具体のエコアイ
デアの例

各ジャンル合計
１０９のアイデ
アを掲載

12

1年間での
総投稿数は
７００件を
超えた

13



１４のアイ
デアが追加デアが追加
され、計１
２２の省CO2
アイデアと
なった

14

ソフト面の効果（省ソフト面の効果（省CO2CO2支援サイト）支援サイト）ソフト面の効果（省ソフト面の効果（省CO2CO2支援サイト）支援サイト）

■ 省CO2支援サイトと省エネ意識の関係性

調査対象の37世帯に対して、サイトの利用状況、省エネ行動の実行度、エ
ネルギー消費量などのアンケートを行った。省エネ行動の実行度を点数化
し分析した。

サイト閲覧前の実行度の平均が54Ｐtに対し サイト閲覧後では約60Ｐtまサイト閲覧前の実行度の平均が54Ｐtに対し、サイト閲覧後では約60Ｐtま
で増加した。

項目別での全ての項目において実行度が増加した この結果より 省エネサイト項目別での全ての項目において実行度が増加した。この結果より、省エネサイト
は家庭での省エネ行動を促すことに一定の効果があると推測される。

15



ソフト面の効果（省ソフト面の効果（省CO2CO2支援サイト）支援サイト）ソフト面の効果（省ソフト面の効果（省CO2CO2支援サイト）支援サイト）

■ 省CO2支援サイトとエネルギー消費量の関係性

省エネサイトの閲覧頻度を点数
化し、各種エネルギー消費量と
の相関について 分析したの相関について、分析した。

省エネサイトの閲覧頻度が多く
なるほど、電力、熱、水の全てでなるほど、電力、熱、水の全てで
消費量が減少しており、特に水
道使用量との相関が大きい。

このことから、省エネサイトをこ
まめに閲覧するほど消費量を削
減する効果があると推測される。減する効果 ある 推測される。

16

まとめまとめまとめまとめ

■ ＷソーラーシステムによるCO2削減効果は、プロジェクト全体で
112ｔ-CO2であった。 （スギ約８０００本分のCO2削減）
７３％の削減が図られた

■ 太陽光発電システムによるCO2削減効果は、プロジェクト全体で
９９ｔ-CO2であり、全棟の年間発電量は、178,739kWhで、全消費電力

７３％の削減が図られた。

の77％となった。

■ 太陽熱利用によるCO2削減効果は、プロジェクト全体で１３ｔ-CO2であり、
全棟の太陽熱利用量は 全給湯負荷の55％となった全棟の太陽熱利用量は、全給湯負荷の55％となった。

■ Ｗｅｂによる省CO2 支援サイト利用と省エネ意識の関係性に関して、
調査結果より省エネサイトは家庭での省エネ行動を促すことに一定の効
果があると推測された

■ Ｗｅｂによる省CO2 支援サイト利用とエネルギー消費量の関係性に関
して 調査結果より省CO 支援 ネサイトを まめに閲覧するほど消費して、調査結果より省CO2 支援エネサイトをこまめに閲覧するほど消費
量を削減する効果があると推測された

■ 謝辞

17
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2011年10月12日
第7回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

国土交通省 平成21年度第１回

完了プロジェクト紹介

既存住宅における太陽熱温水利用機既存住宅における太陽熱温水利用機

国 交通省 平成 年度第 回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業 採択プロジェクト

既存住宅における太陽熱温水利用機既存住宅における太陽熱温水利用機
器の導入と省エネルギー診断による器の導入と省エネルギー診断による器の導入と省 ネルギ 診断による器の導入と省 ネルギ 診断による

省ＣＯ省ＣＯ22推進モデル事業推進モデル事業

ソーラーソーラー//見える化見える化//省エネアドバイス研究会省エネアドバイス研究会ソ ラソ ラ //見える化見える化//省エネアドバイス研究会省エネアドバイス研究会

（代表者：東京ガス株式会社）（代表者：東京ガス株式会社）

「技術の検証」として採択

当初は当初は．．．

東京ガスを主体に全国の主なガス事業者において
既存住宅を対象とし既存住宅を対象とし

・「供給側」：エコジョーズ+太陽熱温水システムによる再生可能エネルギーの導入
・「需要側」：見える化、省エネルギーレポート・省エネアドバイスの実施

家庭分野における家庭分野における
効果的な省エネルギー運用方法の確立と普及を目指す

建物躯体の省エネ対策は無く、適用メニューも限定的

「技術の検証」として採択

11

「技術の検証」として採択
実集合住宅でのデータ計測等



「技術の検証」

検証内容検証内容

平成22年2月に発売した新築集合住宅向け太陽熱温水システムを、当社社宅に設置し
以下について検証を行なった。

１．施工性
特に既築物件での、設置性、施工性、安全性など

２．省ＣＯ２性能
実使用下での省ＣＯ２性能、ユーザーの意識変化の検証

活動を通じた ザ 応３．ＰＲ活動を通じたユーザーの反応
エンドユーザー、サブユーザーへのアンケート等

※従来集合住宅 の太陽 ネルギ の導入は限定的※従来集合住宅への太陽エネルギーの導入は限定的

太陽熱を利用した
温水機器等

太陽光を利用した
発電機器

一戸建総戸数に
対する割合 9.1% 1.8%

共同住宅総戸数に
対する割合 0.4% 0.2%

22

対する割合

総務省統計局 平成20年住宅・土地統計調査

マンションへの太陽エネルギーの導入を加速させることが不可欠

集合住宅向けバルコニー一体型太陽熱温水システム

バルコニーと一体型の太陽熱パネル設置
＋貯湯タンクと熱源機の一体化

約１㎡×３枚

1,
20

0㎜

0㎜

コンパクト化

両脇の太陽電池で発電した電気で熱媒ポンプ駆動

1,
90

0㎜
1,

90
0㎜

1

3,660㎜

120㎜

２４号潜熱回収型熱源機
（エ ジ ズ）

・両脇の太陽電池で発電した電気で熱媒ポンプ駆動

（エコジョーズ）
＋

100ℓ の貯湯タンク

・操作しやすいタッチパネル式リモコン
・集熱状況、貯湯量、CO2削減量が一目で判るトップ画面
・エネルック機能（ガス、お湯、電気（要別ﾕﾆｯﾄ）の使用量を表示） 65

0㎜
65

0㎜

33

ネルック機能（ガス、お湯、電気（要別 ｯﾄ）の使用量を表示）
・運転「切」にすると「太陽熱で温めたお湯」をそのまま利用

480㎜ 65480㎜ 65



システムフロー

・貯湯タンク内のコイルで間接的に水を加熱
・太陽電池駆動のポンプで電気を使わずに

自動的に集熱

(Condensing Boiler)

設置イメージＣＧ

44曇りの時はエコジョーズでしっかりバックアップ
湯切れの心配なし

東京ガス白幡アパートでの検証

物件概要物件概要
・神奈川県横浜市神奈川区 ・敷地 約2,290㎡、床面積 約248㎡/階
・ＲＣ３階建て、９戸（当初は18戸） ・1957年竣工、1984年大規模リフォーム

施工上の課題等
・耐震性やコンクリートの状態は問題なし
・バルコニーの耐荷重計算により補強の必要あり
・パラペットが通常より高く、その上に手すりを設置

できない。（開口部を確保できない）できない。（開口部を確保できない）
・２住戸を１住戸で使用しており、バルコニーの広さ

は十分。
・入居者が居住しながらの作業のため 時間や曜日・入居者が居住しながらの作業のため、時間や曜日

に制約。

55
before



の設置

補強

建物外観

集熱パネル正面 化粧ルーバー

補強・化粧ルー補強 化粧ル
バーをファザード
リのリノベーショ
ン手法として、有
効に活用

after

効に活用。

66
after

集熱パネル背面 補助熱源機+貯湯タンク

省ＣＯ２性能

試験結果（平成22年２月25日～平成23年７月27日）

A号室 B号室 C1号室 C2号室

世帯構成 大人２子供１ 大人２子供１ 大人２子供１ 大人２

試験結果（平成22年２月25日～平成23年７月27日）

世帯構成 大人２子供１ 大人２子供１ 大人２子供１ 大人２

計測日数 404 478 157 137 

集熱効率 29％ 26％ 29％ 21％集熱効率 29％ 26％ 29％ 21％
太陽熱依存率 25％ 22％ 15％ 25％
CO2削減率CO2削減率
（太陽熱分） 25％ 22％ 15％ 25％

50
太陽熱利用量 補助熱源機出力熱量

30

40

50
熱
量

２２ ２４
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７．６ ７．０ ６．１ ４．６

0

10

A号室 B号室 C1号室 C2号室

／
日



ユーザーの反応

居住者への反応居住者への反応
居住者に対して省エネルギー行動チェックリストを用いて、機器の設置前後での行動の変化

の検証を行い、省ＣＯ２削減効果を試算。

お風呂 リビング キッチン 合計

Ａ室 1.3 58.6 63.9 123.8

Ｂ室 1.3 77.9 -109.1 -29.9 システム導入を機に省エ
ネ ギ 行動 前向きＣ室 91.0 51.6 74.8 217.4

Ｄ室 29.1 165.0 103.7 297.8

小計 122.7 353.1 133.3 609.1

ネルギー行動に前向き
省エネ行動チェックリスト

現在実施して
いる項目

ガス 電気 水道
年間CO２削減量

（kg-CO２）
1年間の節約金額

(円) 省エネ度 ※所有していない機
器はポイント加算

給湯器 お風呂を沸かすときや入浴後はふたを閉めていらっしゃいますか？ ● 38.8 2,051 ★★★★

給湯器 入浴するときは時間を空けずに続けて入り、できるだけ追い炊きしないようにしていらっしゃいますか？ ● 29.1 1,538 ★★★★

湯器 ● 282 1492 ★★★★

関連光熱費 削減効果

　

見学施設としてＰＲ

単位：ｋｇ-CO2/年
給湯器 シャワーをこまめに止めていらっしゃいますか？ ● 28.2 1,492 ★★★★

電気温水便座 温水洗浄便座の温め機能を使うときはその都度ふたをしていらっしゃいますか？ ● 24.1 710 ★★★★

電気温水便座 便座暖房の温度は低めに設定していらっしゃいますか？ ● 18.2 537 ★★★

電気温水便座 洗浄の水温を低めに設定していらっしゃいますか？ ● 9.5 281 ★★

洗濯水 お風呂の残り湯を洗濯に使っていらっしゃいますか？ ● 12.0 8,209 ★★★

洗濯機 洗濯物は洗濯機の容量分までまとめて洗っていらっしゃいますか？！ ● ● 10.1 4,305 ★★

洗面水 顔を洗うときには水をだしっぱなしにしないようにしていらっしゃいますか？ ● 1.3 912 ★

お風呂合計 171.3
/27

ファンヒーター ファンヒーターの設定温度を推奨温度の２０℃に設定されていますか？ ● 180 952 ★★★

お
風
呂

見学施設として ファンヒーター ファンヒーターの設定温度を推奨温度の２０℃に設定されていますか？ ● 18.0 952 ★★★

2,205 エアコン エアコンの暖房設定温度を２０℃に設定されていますか？ ● 36.6 1,080 ★★★★

エアコン エアコンのフィルターはこまめに掃除して、風量が低下しないようにしましょう！ ● 19.6 578 ★★★

デベロッパー等のサブユーザーに見学会を実施
平成22年５月～平成23年３月の間で、延べ約160名をご案内した。

また ケ を実施 主な結果は とおり

東京都家庭の省エネ診断員制
度に基づき、お風呂、リビング、
キッチンにおける省エネルギー

また、アンケートを実施し、主な結果は以下のとおり。

・集熱パネルのデザイン性は良い。（約６割強）
・貯湯タンクについて 圧迫感はあるが生活には支障ない （約６割弱）

行動34項目について確認

88

・貯湯タンクについて、圧迫感はあるが生活には支障ない。（約６割弱）
・システムの導入を検討したい（約４割）、

関心はあるがまだ導入は考えていない。（約４割）

まとめ

１．施工性
・省ＣＯ２を推進する上でシステムの普及が望まれるが、イニシャルコストが高省 を推進する上でシステムの普及が望まれるが、イ シャル ストが高

いことから国等の補助が必要。
・既築住宅では、大規模改修時等であれば設置の可能性あり。

２．省ＣＯ２性能
給湯需要にもよるが、概ね20％強を太陽熱で賄うことができる。

３．ＰＲ活動を通じたユーザーの反応
ＥＵ・ＳＵの反応

デザ 性等 良・システムのデザイン性等については、良い。
・貯湯タンクと補助熱源機をコンパクト化は必要。
・コストが高い。

ＥＵの反応
・システムの導入を機に、省エネルギー行動に関心。

99



採用事例

ドレッセ青葉台プレエスタ
・横浜市青葉区
・６階建て、119戸、分譲

年 月 竣 予定

アーレア戸越公園
・品川区戸越
・14階建て 111戸 賃貸・2011年11月 竣工予定 ・14階建て、111戸、賃貸
・2011年11月 竣工予定

ルフォン板橋大山
・板橋区大山町・板橋区大山町
・15階建て、42戸、分譲
・2011年12月 竣工予定

1010
・シティハウス中野レジデンス
・ひばりが丘パークヒルズ第11住宅


